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開会月日 平成２５年５月９日（木） 場 所 教育委員会室 

会議時間 （開会）午前・午後  ３時００分    ～    （閉会）午前・午後  ３時３８分 

休憩時間    ①（休 憩）午前・午後    時    分   ～    （再会）午前・午後   時    分 
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の 委 員 桑 原 勉 出席 委 員 小 川 清 美 出席 

出 席 教 育 長 青 木 光 夫 出席 出席委員５名、欠席委員０名 

出 鈴木 一夫 教育次長 出席 三橋 雄彦 子ども家庭部長 出席 

 石居 聡 学校教育部長 出席 永井 章子 子ども家庭課長 出席 

席 荒井 広幸 教育政策課長 出席 鳥山 高章 保育計画課長 出席 

 絵野沢秀雄 学校適正配置担当課長 出席 荻原 貞二 保育課長 出席 

説 高橋 秀幸 学校支援課長 出席 大谷 博信 青少年課長 出席 

 下河邊純子 放課後子ども教室担当課長 出席 境  博義 こども支援センターげんき所長 出席 

明 稲本  望 学校施設課長 出席 浅見 信昭  学力定着推進担当課長 出席 

 山田美砂緒 学校改築担当課長 欠席 市川 保夫  幼児プロジェクト推進担当課長 出席 

員 山中  寛 学校改築担当課長 出席 日比谷松夫 生涯学習振興公社事務局長 出席 

 望月 義実 学務課長 
 おいしい給食担当課長 

出席   

 宮澤 一則 教育指導室長 出席   

 山崎  宏 教職員課長 出席   

書 山崎 弘孝 庶務係長 楠山 慶之 庶務係主査 矢神 功義 教育政策担当係長 
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平 成 2 5 年 第 5 回
足 立 区 教 育 委 員 会 定 例 会

日 時 平成 2 5 年 5 月 9 日 木曜日 午後 3 時 0 0 分開議
会 場 足立区教育委員会室

1 議 事 日 程 真

日程第 1 第4 3号議案 損害賠償請求に関する和解の進達について …別紙 1

日程第 2 第4 4号議案 保育所入所不承諾処分に対する異議申立てに係る教育委員

会の決定について …別紙 3

2 報 告 事 項

① 平成 2 5年度 小 ･中学校の児童 ･生徒数及び学級数 (平成 2 5 年 4 月 7 日)

について - 《望月 学務課長め… 1

② 平成 2 4 年度おいしい給食推進事業の取り組み結果について

望 おいしい給 理 /垂 … 6《望月 おいしい給食担当課長の

③ 学校事故報告について (平成 2 5 年 4 月 1 5 日現在) 《宮澤 教育指導室長"… 8

3 その他報告資料

①平成 2 5 年度奨学生 (育英資金) の募集について [学務課]

②足立区立小学校及び中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関

する条例が定める補償基礎額等の改定について [学務課]

③私立日ノ出町保育園の耐震再診断結果と園舎の増改築について [保育課]

④行事実施結果 ･行事実施予定 [青少年課]

⑤行事実施結果 ･行事実施予定 [生涯学習振興公社]
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教 育 委 員 会 報 告
平成 2 5 年 5 月 9 日

件 名
平成 2 5 年度 小 ･中学校の児童 ･生徒数及び学級数 (平成 2 5 年 4 月 7 日)
について

所管部課名 学校教育部 学務課

内 容

平成 2 5年度の各小 ･中学校児童生徒数及び学級数 (平成 2 5 年 4 月 7 日) に

ついては、別紙添付資料 ｢男音生徒瀞及び学言数 党衣｣ のとおりである。

記

1 小学校

児童数 (普通学級) 3 0 , 9 9 7 人 (△ 1 7 2 )

児童数 (特別支援学級) 2 5 5 人 (△ 2 5 )

学級数 (普通学級) , 1 , 0 1 5 学級 (△ 1 )

学級数 (特別支援学級知的障がい) 3 9 学級 (△ 4 )

2 中学校

生徒数 (普通学級) 1 4 , 2 5 6 人 ( 5 9 )

生徒数 (特別支援学級) 1 7 0 人 (△ 1 7 )

学級数 (普通学級) 4 2 9 学級 ( 2 0 )

学級数 (特別支援学級知的瞳がい) 2 5 学級 ( 0 )

3 少人数学級 (3 5 人学級) の推進について

(1) 小学校 1 年生 :平成 2 3 年度から、 国基準で実施。
(2) 小学校 2 年生 :平成 2 4 年度から、 都基準で実施。
(3) 中学校 1 年生 :平成 2 5 年度から、 都基準で実施。

※① ( ) 内は対前年増減

※② 中学校生徒数は、 第四中学校夜間学級を含む。

今後の方針



平成25年度 小学校別 児童数 ･学級数の推計 (普通学級)
平成 2 5 年 4 月 7 日現在
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平成25年度 小学校別 児童数 ･学級数の推計 (普通学級)
平成2 5 年 4 月 7 日現在
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平成25年度 中学校別 生徒数 ･学級数の推計 (普通学級)
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“
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教 育 委 員 会 報 告
平成 2 5 年 5 月 9 日

件 名 平成 2 4 年度おいしい給食推進事業の取り組み結果について

所管部課名 学校教育部 おいしい給食担当課

内 容

平成 2 4 年度に実施した、 ｢おいしい給食推進事業｣ の取り組み結果について、
下記のとおり報告する。

記

1 主な取り組み

(1 ) もりもり給食ウイーク

実施日 :6月、 1月の各 1 週間

喫食時間の確保と食育指導を実施

( 2 ) 給食メ ニューコ ンク ール

小学生応募総数2,125作品 (内選考363作品)
中学生応募総数L 611作品 (内選考238作品)

小 ･中学生ともに入賞20作品を ｢おいしい給食 & 食育フェスタ｣ で表彰。

(3 ) 足立オールおいしい給食デー

実施日 1 1月 1日 (木)

給食メニューコンクールで区長賞を受賞した小 ･中学校の作品を給食と
して提供、 さらにお祝いの品 ( ｢祝80周年｣ と印字されたチョコプレート
付のゼリー類) をつけ、 全校一斉にお祝いの給食を実施。

(4 ) おいしい給食 & 食育フェスタ

実施日 : 10月 6日 (土) 会場 :千寿本町小学校
来場者数 :約4,000人

衛生部主催の ｢食育フェスタ｣ と合同開催し、 おいしい給食や食育の取り組
みを紹介。 給食試食 (限定500食)、 食育パネル展示、 体験コーナーなどを実
施。

(5 ) その他

①魚沼産コシヒカリ給食の日

実施日 : 11月 9日 (金)

｢中学生魚沼自然教室｣をこて農作業体験をすることみこより、中学生が収穫
した新米を、 小 ･中学校、 保育園で給食で提供。

②小松菜給食の日

実施日 : 11月 28日 (水)

J A 東京スマイル提供の小松菜により、小 ･中学校で一斉に実施。

③ ｢東京 ･足立区の給食室｣

レシピ本 4,000部増刷 (増刷分歳入240,000円)

※平成25年3月末現在の累計発行部数 77,000部



『

2 結 果

一年を通して様々な取り組みと学校への働きかけを行った結果、平均残菜率 (主
食･主菜･副菜) が対前年比で小学校が L 3 ポイ ント、 中学校が 1 . 0 ポイント減
少した。 また、 全校の総残菜量が 3 4 , 3 4 7 k g 減少 した。

残菜の変化 (主食･主菜･副菜)

蹴年度 囮年度 邸年度 脇年度 り背離麩

小学校平均残菜率(% ) 6 5 . 5 5 . 0 3 . 7 3 . 5

中学校平均残菜率(% ) 1 2 1 0 8 . 8 7 . 8 7 . 5

小中学校纖菜量(kg) 3 0 8 , 126 258,383 23 1,773 197,426 190,000

※ 前年度より増加もしくは高止まりの学校数 :小学校 3校、 中学校 1 1校

H21 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度
H25 年度

(目標値)

小学校平均残菜率(% ) 6 5 . 5 5 . 0 3 . 7 3 . 5

中学校平均残菜率(% ) 1 2 1 0 8 . 8 7 . 8 7 . 5

小中学校纖菜量(kg) 308, 126 258,383 23 1,773 197,426 190,000

今後の方針

･ 残菜率は年々減少しているが、 学校間で格差があるため、 高止まりしている学
校の実態を検証する。
･中学卒業後も自らの食習慣に関心を持ち、 健康に留意した食生活を送れるよ
う、 保育園から中学校までライフステージ別に食育を実施し、 自己管理能力の向
上を図る。



教 育 委 員 会 報 告

件 名 学 校 事 故 報 告 に つ い て (平成 2 5 年度 4 月 1 5 日現在)

所管部課名 学校教育部 教育指導室

内 容

1 学校事故状況
管理下 2 件 (中学校 1件、 小学校 1件)
管理外 0 件

合 計 2 件

2 事故内容
(休憩時間、 放課後、 登 ･下校時、 部活動等における傷害、 打撲等の事故)

(1) 給食後、 生徒A が配膳台を部屋に片づける時に、 生徒B に扉を閉めら
れ、 閉じ込められた。 怒った生徒 A が生徒 B の足を引っ掛け、 転倒させ
た際、生徒B は床に歯をぶつけ、上側の前歯 2 本を破損する怪我を負う。

(中学校管理下)

(2) 自由時、 校庭に出ようと廊下を小走りしていた児童が、後方にいた級
友に背中を押され、 廊下の壁に顔面をぶつけ、 上前歯が部分的に欠ける
怪我を負う。 (小学校管理下)

3 各学校への事故防止の指導
(1) 休憩時間、 放課後等における事故防止について

児童 ･生徒の行動を把握し、 校舎内外の過ごし方、 危険行為の未然
防止についての指導の徹底を図る。

今後の方針
児童 ･生徒は、新学期の学校生活にも慣れ、行動が活発化することから、

危険性のある行動に注意を払い、 安全指導の徹底を図る。

2 5 5 9



溝塗を変弓匡古文勘定汐己 平成 2 5年度4月分 (児童 ･生徒) 教 育指導室

内 訳
管 理 下 管 理 外

合 計
幼稚園 小学校 中学校 小学校 中学校

交 通 事 故
自転車 ･バイク

歩行者 ･キックボ-ド

授業中の傷害打撲等の

事故

骨折 ･脱臼 ･捻挫

裂傷 ･打撲 ･暴行
･

火傷 ･熱傷

歯目鼻耳等の損傷

発症 ･発作 ･火傷

休憩時間 ･放課後 ･登

下校時の傷害打撲等の

事故 (学校行事含む)

骨折 ･脱臼 ･捻挫

裂傷 ･打撲 ･暴行

歯目鼻耳等の損傷 1 1 2

発症 ･発作 ･火傷

教師の指導上による傷

害 ･打撲等の事故

骨折 ･脱臼 ･捻挫

歯目鼻耳等の損傷

暴力 ･暴行傷害事件

家出 ･外泊 ･行方不明

窃盗 ･ 万引き ･恐喝

対教師暴力

火災 ･火傷 ･火遊び

その他 ･地域での怪我

死 亡
病 死

事 故 死

合 計 1 1 2

(施 設)

区 分 幼稚園 小学校 中学校 内 容
窓ガラス及び施設破椙

不法侵入 ･盗難

その他

合 計 0 0 0 0



教 育 委 員 会 情 報 連 絡

件 名 平成2 5 年度奨学生 (育英資金) の募集について

所管部課名 学校教育部学務課

内 容

平成 2 5 年度育英資金の募集について、 以下のとおり実施する。

記

1 緊急募集

家計状況の急激な悪化により学資金の支払いが困難となった在学生を対象

とする。

(1 )募集期間 平成 2 5 年 5月 2 4 日 (金) ~ 7 月 1 2 日 (金)

(2 )応募資格 高校 ･大学等に在学していること。

(3 )募集人員 【通常枠】 高校生 ･大学生合わせて 2 0名程度

【特例枠】高校生 2名程度

(4 )貸付期間 平成 2 5 年 1 0 月 から正規の修学期間

2 通常募集

(1)募集期間 平成 2 5 年 1 0 月 1 日 (火) ~ 1 1月 2 9 日 (金) (予定)

(2 )応募資格 高校 ･大学等に平成 2 6年度より入学予定、又は現在在学して

いること。

(3 )募集人員 【通常枠】高校生 5 0 名 ･大学生 5 0 名

【特例枠】高校生 5 名 ･大学生 5名 (予定)

(4 )貸付期間 平成 2 6年 4月から正規の修学期間

今後の方針

･あだち広報、 ホームページ掲載

･区民事務所にてチラシ配付、 ポスター掲示

･近隣高校及び区内大学へ募集要項等配布、 ポスター掲示

2 5 5 月 9 日



教 育 委 員 会 情 報 連 絡

件 名
足立区立小学校及び中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補

償に関する条例が定める補償基礎額等の改定について

所管部課名 学校教育部 学務課

内 容

足立区立小学校及び中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補
償に関する条例 (平成 1 4 年足立区条例第 2 0 号) が定める公務災害補償の補償
基礎額及び介護補償の限度額は、都立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師
の公務災害補償に関する条例 (昭和 3 7年東京都条例第8 0 号。 以下 ｢東京都条

例｣ という。 ) に定める額を準用しているため、 東京都条例が改正されたことに

伴い、学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の補償基礎額及び介護補償の限度額が
下記のとおり改定となった。

記

1 改定内容

(1 ) 補償基礎額
′了彩蚊膵、

.了牧園州 盜及び与 訣来月.“ ｣ 酬瞑仝鼬仰陳

経験年数 改鷲医議定残務
歯科壁額 改定前

学轆茂野差額
5年未満 6,877円 6,877円 0円 5,653円 5,670円、 17円

5年以上10年未満 8,553円 8,620円 67円 6,532円 6,573円 41円
10年以 H 5年未満 11,346円 11,446円 100円 7,957円 8,0 16円 59円
15年以上20年未満 12,874円 12,986円 112円 9,585円 9,671円 86円
20年以上25年未満 14,957円 15,087円 130円 10,771円 10,868円 97円
25年以上 15,95 1円 16,090円 139円 11,936円 12,042円 106円

(2 ) 介護補償の限度額
子似医、 字杖歯科医及も･T 伏釆方勺帥の介 補償の限度 額

改定前 改定後 差額
常時介護を要する状態にあり実費を
支出して介護を受けた日がある場合

104,530円 104,290円 △240円

常時介護を要する状態にあり親族等
56,72o円 56,600円 △120円による介護を受けた日がある場合

随時介護を要する状態にあり実費を
52,27o円 52, 150円 △ 120円支出して介護を受けた日がある場合

随時介護を要する状態にあり親族等
28,36o円 28,300円 △60円による介護を受けた日がある場合

経験年数
学校医、学校歯科医 学校薬剤師

改定前 改定後 差額 改定肓｣ 改定後 差額
5年未満 6,877円 6,877円 0円 5,653円 5,670円、 17円
5年以上10年未満 8,553円 8,620円 67円 6,532円 6,573円 41円
10年以 H 5年未満 11,346円 11,446円 100円 7,957円 8,0 16円 59円
15年以上20年未満 12,874円 12,986円 112円 9,585円 9,671円 86円
20年以上25年未満 14,957円 15,087円 130円 10,77 1円 10,868円 97円
25年以上 15.95 1円 16,090円 139円 11,936円 12,042円 106円

子似医、 字杖歯科医及も･T V

改定前 改定後 差額
常時介護を要する状態にあり実費を
支出して介護を受けた日がある場合

104,530円 104,290円 △240円

常時介護を要する状態にあり親族等
による介護を受けた日がある場合 56,720円 56,600円 △120円

随時介護を要する状態にあり実費を
支出して介護を受けた日がある場合

52,270円 52, 150円 △ 120円

随時介護を要する状態にあり親族等
による介護を受けた日がある場合

28,360円 28,300円 △60円

今後の方針

2 5 5 月 9 日
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡
平成 2 5 年 5月 9 日

件 名 私立日ノ出町保育園の耐震再診断結果と園舎の増改築について

所管部課名 子ども家庭部保育課

内 容

平成 7年度に耐震診断を実施した区施設のうち、平成 2 4 年度実施した私立日

ノ出町保育園 (平成 2 1年度民営化) の耐震再診断結果及び同保育園の園舎増改

築について、 下記のとおり報告する。

記

1 対象社会福祉法人、 保育園名

南流山福祉会 :理事長 陶山敏子、 流山市南流山 7 - 5 - 1

日ノ出町保育園 :園 長 陶山昌晃、 日ノ出町 1 5‐1

2 耐震再診断結果
I s 値※ ○ . 4 3

※ I s値とは、建物の耐震性能を表わす指標 (構造耐震指標) で、震度 6

強の地震があった場合、 以下の危険性が指摘される。
I s 値 < 0 . 3 :地震に対して倒壊または崩壊する危険性が高い

o .3 ≦ I s 値 < 0.6 :地震に対して倒壊または崩壊する危険性がある

0 . 6 ≦ I s 値 :地震に対して倒壊または崩壊する危険性が低い

3 増改築

(1) 定員等 (予定、 現在 165名一整備後 195名、 産明け保育開始)

年齢 0 歳 1 歳 2歳 3 歳 4 ･ 5 歳 合計
現在 15 33 37 80 165

整備後 15 20 40 40 80 195

(2) スケジュール (予定)

平成 25 年 5月中旬 増改築工事入札

5月下旬 仮園舎建築着工

7月中旬 仮園舎竣工、仮園舎へ引越し

8月上旬 現園舎解体
9月上旬 新園舎建築着工

平成 26年 2月下旬 新園舎竣工

3月上旬 新園舎へ引越し、仮園舎解体工事

4 月 ~ 新園舎開所予定

年齢 0 歳 1 歳 2歳 3 歳 4 ･ 5 歳 合計
現在 15 33 37 80 165

整備後 15 20 40 40 80 195

今後の方針
今後、 平成 2 6 年度新園舎開所に向け、 法人、 工事請負業者、 双。監理者と

連携し、 増改築事業を円滑に実施する。



行 事 実 施 結 果
4 月 1 日 ~ 4 月 3 0 日 青少年課

月日 行 事 名 時 間 会 場 主催別 参加者

4/6 (土) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) 18 : 00 興本地域学習センター 主催 1名

4/7 (日) 青少年の居場所作り 13 : 3 0 () 17 : 30 保塚地域学習センター 主催 10 名

4/7 (日) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) l8 : 00 新田地域学習センター 主催 5名

4/13 (土) 中高生の居場所作り 15 ; 0 0 () 18 : 00 興本地域学習センター 主催 5名

4/14 (日) あだち日曜教室 9 : 3 0 () 16 : 0 0 ギャラクシテイ 主催 74 名

4/16 (火) 指導者養成事業 (紙芝居) 19 : 0 0 ^) 2 1 : 00 ギャラク シテイ 主催 10 名

4/17 (水) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 () 18 : 0 0 新田地域学習センター 主催 5名

4/20 (土) 安全安心プロジェクト (防犯劇) 8 : 4 5 ~ 10 : 20 加平小学校 主催 280 名

4/20 (土) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) 18 : 0 O 興本地域学習センター 主催 5名

4/21(日) 青少年の居場所作り 13 : 30 ^) 17 : 30 保塚地域学習センター 主催 10 名

4/21(日) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) 18 : 0 0 新田地域学習センター 主催 5名

4/24 (水) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) 18 : 0 0 新田地域学習センター 主催 5名

4/27 (土) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) 18 : 00 興本地域学習センター 主催 5名

4/28 (日) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 () 18 : 00 新田地域学習センター 主催 5名

禰



行 事 実 施 計 画
5 月 1 日 ~ 5 月 3 1 日 青少年課

月 日 行 事 名 時 間 会 場 主催別 参加者

5/1(水) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) 18 : 00 関三いこい広場 主催 5名

5/1(水) 中高生の居場所作り 15 : 00 () 18 : 0 O 新田地域学習センター 主催 5名

5/4 (土) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) 18 : 0 0 興本地域学習センター 主催 5名

5/5 (日) 青少年の居場所作り 13 : 3 0 () 17 : 30 保塚地域学習センター 主催 10 名

5/5 (日) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 () 18 : 0 0 新田地域学習センター 主催 5名

5/8 (水) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) 18 : 0 0 関三いこい広場 主催 5名

5/8 (水) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) 18 : 0 0 新田地域学習センター 主催 5名

5/11 (士) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 () 18 : 00 興本地域学習センター 主催 、 1名

5/12 (日) 青少年の居場所作り 13 : 30 ^) 17 : 30 保塚地域学習センター 主催 5名

5/12 (日) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 () 18 : 00 新田地域学習センター 主催 5名

5/12 (日) あだち日曜教室 9 : 3 0 ^) 16 : 00 ギャラク シテイ 主催 76 名

5/15 (水) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 () 18 : 0 0 関三いこい広場 主催 5名

5/15 (水) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 () 18 : 0 0 新田地域学習センター 主催 5名

5/18 (土) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 () 18 : 0 0 興本地域学習センター 主催 5名

5/19 (日) 青少年の居場所作り 13 : 3 0 ^) 17 : 30 保塚地域学習センター 主催 5名

5/19 (日) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) 18 : 0 0 新田地域学習センター 主催 5名

5/21(日) 指導者養成事業 (紙芝居) 19 : 0 0 ^) 2 1 : 0 0 ギャラクシテイ 主催 10 名

5/22 (水) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 () 18 : 0 0 関三いこい広場 主催 10 名

5/22 (水) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ~ 18 : 00 新田地域学習センター 主催 10 名

5/25 (土) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) 18 : 00 興本地域学習センター 主催 5名

5/26 (日) 青少年の居場所作り l3 : 30 () 17 : 30 保塚地域学習センター 主催 5名

轉



5/26 (日) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) 18 : 0 0 新田地域学習センター 主催 5名

5/26 (日) 指導者養成事業 (レゴブロック) 14 : 0 0 ~ 16 : 0 0 ギャラク シテイ 主催 10 名

5/26 (日) H o w T o キャンプ 10 : 0 0 ^) 16 : 00 区立宮城ゆうゆう公園
少年キャンプ場 共催 30 名

5/29 (水) 中高生の居場所作り 15 : 0 0 ^) 18 : 00 関三いこい広場 主催 5名

5/29 (水) 中高生の居場所作り 15 : 00 () 18 : 00 新田地域学習センター 主催 5名
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平成２５年５月９日 

 

足立区教育委員会
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午後３時００分開会 

○委員長  では、定刻になりましたので、ただいまか

ら第５回足立区教育委員会定例会を開催いたします。 

 本日の出席委員数は定足数ですので、会議は成立

しています。 

 では、これより審議に入ります。 

 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  初めに、会議録署名委員の指名をいたしま

すが、本日の会議録署名については、桑原委員、青

木委員をご指名いたしますので、よろしくお願いい

たします。 

 本日の議案ですが、２件の議案になります。足立

区教育委員会会議規則第１４条第１項のただし書き

によりまして、人事に関する件でありますので、非

公開の会議としたいと思います。 

 その点、お諮りいたしたいと思います。本日の

２件の議案について、非公開とすることに賛成の方

の挙手をお願いいたします。 

（賛成者挙手） 

 ありがとうございました。全員挙手ですので、こ

の２件の議案については非公開とさせていただきま

す。 

 傍聴の方、申し分ございませんが議場より退出を

お願いいたします。よろしいでしょうか。 

 

（傍聴人退出。ここから非公開） 

―――――――――◇―――――――― 

（４３号議案から４４号議案を審議） 

―――――――――◇―――――――― 

（非公開を解除） 

○委員長  それでは、報告事項に入りたいと思います。 

 初めに報告事項１と２については、これは望月学

務課長お願いします。 

 学務課長お願いいたします。 

○学務課長  １ページをごらんください。件名、平成

２５年度小・中学校の児童・生徒数及び学級数（平

成２５年４月７日）について報告します。２５年度

各小・中学校児童生徒数及び学級数、平成２５年

４月７日現在については、以下のとおりでございま

す。 

 １、小学校、児童数（普通学級）３万９９７人。

児童数（特別支援学級）２５５人。学級数（普通学

級）１，０１５学級。学級数（特別支援学級知的障

がい学級）３９学級。かっこ内が前年度との比較で

ございます。２、中学校、生徒数（普通学級）１万

４，２５６人。生徒数（特別支援学級）１７０人。

学級数（普通学級）４２９学級。学級数（特別支援

学級知的障がい学級）２５学級でございます。３、

少人数学級（３５人学級）の推進についてというこ

とで、（１）小学校の１年生につきまして、平成

２３年度から国基準で３５人学級を実施しておりま

す。（２）小学校２年生、平成２４年度から国基準

で加配によって３５人学級を実施しております。

（３）中学校１年生、平成２５年度から都基準で加

配により３５人学級を実施しております。 

 以上でございます。 

 そして、２ページから５ページまでが、それぞれ

の学校の児童数と学級数でございます。児童数生徒

数と学級数でございます。そして、網かけの部分が、

小学校につきましては、小学校２年生の教員加配で

対応した学校でございます。そして、中学校につき

ましては、中学校１年生を教員加配で実施した学校

でございます。 

 続きまして、６ページをごらんください。平成

２４年度おいしい給食推進事業の取り組み結果につ

いて、おいしい給食担当課として報告させていただ

きます。 

 平成２４年度に実施した「おいしい給食推進事

業」の取り組み結果について、下記のとおり報告し

ます。 

 １、主な取り組み、（１）もりもり給食ウィーク、
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６月と１月の各１週間に喫食時間の確保と食育指導

を実施しました。（２）給食メニューコンクール、

小学生の応募総数、中学生の応募総数。それぞれ、

始めの数字が学校への提出数でございます。かっこ

内が学校で選考後学務課へ提出された数でございま

す。学務課に提出された数から小・中学生ともに入

賞２０作品を選びまして、おいしい給食＆食育フェ

スタで表彰をしました。（３）足立オールおいしい

給食デーということで、１１月１日木曜日に実施し

ました。給食メニューコンクールで区長賞を受賞し

た小・中学校の作品を給食として提供し、さらにお

祝いの品として祝８０周年と印字されたチョコプ

レートつきのゼリー類をつけて、全校一斉にお祝い

の給食を実施しました。（４）おいしい給食＆食育

フェスタということで、１０月６日土曜日に千寿本

町小学校で実施しました。来場者数約４，０００人

ございます。 

 （５）のその他の取り組みとしまして、①魚沼産

コシヒカリ給食の日ということで、１１月９日に中

学生魚沼自然教室にて農作業体験をすることにより、

中学生が収穫した新米を、小・中学校、保育園で給

食を提供しました。②小松菜給食の日ということで、

実施日が１１月２８日です。ＪＡ東京スマイルの提

供の小松菜により、小・中学校で一斉に小松菜給食

を実施しました。③東京・足立区の給食室という本

を発行しております。２４年度につきましては

４，０００部増刷して、増刷分の収入が２４万円で

ございます。２５年３月現在の累計発行部数が７万

７，０００部でございます。 

 ７ページをごらんください。さまざまな取り組み

の結果でございます。１年を通してさまざまな取り

組みと学校への働きかけを行った結果、下の表のと

おり残菜が小学校で１．３ポイント、中学校で１．

０ポイント、全体の総残菜量が３万４，３４７キロ

グラム減少している状況でございます。 

 今後の取り組みとして、依然として残菜について

は高どまりをしている学校がありますので、その学

校については学務課がそれぞれの学校を訪問して、

校長等とヒアリングして実態の検証、残菜率の減少

に取り組んでまいります。 

 そして、今年度は食育に特に力を入れたいと思っ

ています。中学校卒業後もみずからの食習慣に関心

を持って、健康に留意した食生活をおくれるよう、

保育園から中学校までライフステージ別に食育を実

施し、児童生徒の自己管理能力の向上を図っていき

たいと考えています。 

 以上であります。 

○委員長  はい、ありがとうございました。では３に

ついて、宮澤教育指導室長お願いいたします。 

 指導室長お願いいたします。 

○教育指導室長  では、８ページをお開けください。

私から学校事故報告平成２４年３月分についてでご

ざいます。報告をさせていただきます。 

 １、学校事故状況、今回管理下のものが２件、中

学校１件、小学校１件というものでございます。２、

事故内容ですが、１つ目が給食後、ふざけていた中

で１人の子どもが給食配膳台片づけているときに、

もう１人の生徒に扉を閉められて閉じ込められた。

そこで、怒った生徒ＡがＢに足をひっかけて転倒さ

せたということでございます。結果、生徒Ｂは床に

歯をぶつけ、前歯２本損傷ということでございます。

（２）２０分休み、自由時間に校庭に出ようと廊下

を小走りしていた子どもが後にいた友達に背中を押

され、廊下の壁に頭や顔をぶつけたということです。

結果として、前歯が部分的に欠けたというけがを負

いました。 

 ３、各学校への事故防止ということですが、休憩

時間、放課後等における事故防止につきまして、児

童・生徒の行動を把握し、校舎内外での過ごし方、

そして危険な行為の未然防止に努めるということで、

指導の徹底を図ってまいります。 

 今後の方針でございますが、新年度が始まったと
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いうこともございます。学校生活に慣れはじめ、行

動が活発化することから危険性のある行動に注意を

払って、安全指導の徹底を図るということでござい

ます。特に交通安全指導、その他生活の決まりを徹

底させて、子どもたちに早く慣れさせるということ

に努めてまいります。 

 私からは以上でございます。 

○委員長  ありがとうございました。報告事項、以上

３件、各関係所管からありました。これについて何

か、ご質問・ご意見があるでしょうか。あればよろ

しくお願いいたします。 

 私から幾つかご質問します。１つは学校給食で、

残菜が年々減少しているということは喜ばしいので

すが、減少傾向の中でも高どまりの学校が幾つかあ

るということで、これからそうした高どまりしてい

る学校の実態を検証するということなので、きっち

り理由を検証し、原因を明らかにして対応策を考え

てほしいと思います。 

 その前に、どれぐらいの残菜があるのかという、

実情を教えてほしいのですが。 

 学務課長よろしくお願いします。 

○学務課長  実態としますと、高どまりしている学校

ですと、中学校で平均が７．８％ですが、高いとこ

は１４％という学校もあります。一方で低い学校に

つきましては、３％以下という学校もあります。小

学校につきましては、高い学校ですと６％台で、低

い学校は０．７％っていう学校もあります。 

 以上でございます。 

○委員長  現時点で、そういう差が出てきている原因

について、どのようにお考えでしょうか。よろしく

お願いいたします。 

○学務課長  ことしの課題でもあるのですが、今栄養

士がちょうど代がわりの時代でございまして、全学

校の中で約５０人が学校給食３年未満の栄養士とな

っております。まだ味つけや量の加減等、経験が少

ない部分があると思いますので、それについては学

務課に栄養士が２名いますので、ことしはしっかり

指導していきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長  わかりました。ありがとうございました。

ほかにいかがでしょうか。 

 花岡委員お願いします。 

○花岡委員  生徒数、学級数の推計ですが、小２それ

から中１の教員加配の対象校が結構あるのですが、

４月１日で全員配置されているのでしょうか。未配

置の教員はいないのかどうか、お伺いしたいのです

が。 

○委員長  教職員課長よろしくお願いします。 

○教職員課長  ４月１日以降に期限付きの採用を何度

か行いまして、随時増えておりますので、４月の中

旬以降には全部入る形になっております。 

○委員長  ほかによろしいですか。 

○花岡委員  なぜ質問したかというと、以前５月まで

配置されない学校があり、採用は非常に難しい、厳

しい状況があったということでお聞きしたのです。

もう未配置はなく４月中旬で全部入っているという

ことですね。 

○委員長  よろしいですか。ほかにどうでしょうか。 

 桑原委員お願いします。 

○桑原委員  報告事項の３番のその他の報告の資料で

すが、１１ページに小中学校の学校医のお話があり

ますが、報告とは関係ないのですが、足立区の小・

中学校の学校医さんというのは、足立区医師会の

方々という理解でいいのでしょうか。もう一つは、

足立区の医師会の先生方が学校医であるという場合

は、教育委員会と学校医との連携みたいなものはど

のような形でされているのでしょうか。 

○委員長  学務課長お願いします。 

○学務課長  まず１点目の質問でございますが、学校

医につきましては医師会所属の、学校医会が別にあ

り、そこの医師がやっております。それから連携に

ついては、月１回学校に来てのいろいろな指導、学



 5

校に対する健康指導と、随時、例えば学校でインフ

ルエンザが多数発生したとか、胃腸炎が発生したと

いった場合すぐに校医に相談して、適切な指導を受

けながら、各学校とも児童生徒や保護者に対して、

対応しているとこでございます。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

○委員長  よろしいですか。ほかにどうでしょうか。

よろしいですか。 

（なし） 

○委員長 １つは、この前実施された全国学力調査

では、従来の調査項目に加えて家庭の経済状況とか、

少人数学級とその学力の得点等の因果関係を何か検

証できるような、そういう調査の制度設計をして実

施しています。夏前に公表されると思うので、足立

区でも当然そうした因果関係というか、ベースとし

たようなデータが出てくると思います。ぜひその辺

はきちんと分析して、教育委員会としてのまとめと、

それに対しての対応策のようなこともしっかりして

示してほしいというようなことをお願いします。 

 もう一つ、今、国としてもいかにして３５人学級、

小人数学級を小学校中・高学年、中学校全体に広げ

ていくかということで、少人数学級ないしは少人数

指導の効果の検証を文科省としては国立教育政策研

究所等と連携しながら行っています。あと先ほど言

ったように、今回の全国学力テストでもそうした検

証ができるような調査の制度設計をしていますが、

平成２５年度から東京都では、東京都独自の加配で

中学校１年生に３５人学級を導入しているわけです。

これについては東京都から何か、効果検証について、

もう少し教育委員会として意識的に作業してくれと

いうふうな要望等々は来ているのでしょうか。よろ

しくお願いします。 

○学務課長  要望はまだ来ていませんが、ただやはり

今加配ですので、学務課長会として、これを定数と

して２６年度はぜひ実施してほしいという要望を行

う予定でございます。 

 以上です。 

○委員長  何かそういうふうな主張を裏づけるために、

少人数学級の効果検証を、都からの要請なくても、

教育委員会として独自に進めていくような体制はま

だ考えてないですか。学校教育長。 

○学校教育部長  この制度そのものですけども、東京

都が実施しているものについては、東京都から各区

教委等に対してこういう形で実施するよということ

で、東京都側の案を受けて、私どもは当然加配であ

っても少人数の学級ができればそれに越したことは

ないということで、あえてその少人数学級を否定す

るというようなこともございませんので、当然東京

都が実施していただけるということであれば、それ

にのっとって実施していくというのが今のところの

考えです。 

○委員長  わかりました。ほかにいかがでしょうか。

どうぞ。 

○花岡委員  ちょっと別件で、国とそれから区の学力

調査終わりましたが、今後は７月４日に都の学力調

査が行われると思うのですが、国の学力調査のとき

に新聞報道等で、各県で対策を取り組んでいるとい

うような報道があったのですが、７月４日の都の学

力調査に向けて、今どのような方向で対策を練って

いるのかどうか。お聞かせいただければと思います。 

 区校長会などで徹底していただくということが

１つだと思うんですが、ぜひ学力を上げたい思いな

ので、これからの方向性等をご説明いただければあ

りがたいと思います。 

○委員長  指導室長。 

○教育指導室長  区と国の学力調査が終わったわけで

すが、今度は都のほうが行われます。各学校につき

ましては普段から基礎学力の定着、あるいは不安が

ある子どもを放課後に残して、勉強させる。あるい

は、昨年度どういうところにつまづきがあったのか

というところを考えながら、苦手なところを克服す
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るように対応をするということで、学校に取り組み

を指導しておるところでございます。 

 今度の都の学力調査に対してこれやりなさいとい

うことではなくて、全体的に学力をつけるというこ

とで取り組んでおるところでございます。 

○委員長  よろしいですか。 

○花岡委員  できればもう少し突っ込んで、前にも話

をしましたが問題の傾向だとかそういうのをやらせ

るとか。そういう問題の解き方というか、わからな

いところも若干あるのかなと思います。そういうと

ころを細かく指示をしていかないと、学力向上はあ

り得ないのかなというのが１つあります。 

○委員長  学校教育部長。 

○学校教育部長  指導室長からもお答えいたしました

が、学力向上でそれぞれのテストに対しての取り組

みというのを、特段各学校に対してこういう傾向の

ものをしなさいということは、教育委員会としては

お願いをしてございません。それは過去の経験も踏

まえてというとこでございます。やはり今足立区が

取り組むところは、基礎基本のところということで

ございます。ＳＰ分析等も進めておりますので、そ

うした中で、基礎基本の学力が向上することを目途

に、学校に対しては指導を続けているとこでござい

ますので、今後もそうした取り組みをしていきたい

というふうに考えております。 

○委員長  よろしいですか。ほかにどうでしょうか。

よろしいですか。 

 学力の問題については、全国学力調査結果が７月

ごろに出てくると思いますので、またそうしたデー

タがそろった段階で、定例会ないしは定例会で時間

がとれなければ協議会等々で、一度意見交換できる

ような場を設けられればと思っています。 ほかに

報告事項にかかわって、またその他何かございます

か。 

（なし） 

 特にないようでしたら、これで報告事項を終わり

ましす。以上で第５回足立区教育委員会定例会を閉

会いたします。 

 ご苦労様でした。ありがとうございました。 

午後３時３８分閉会 


